
（別紙３）

～ 令和　7年　12月　27日　

（対象者数） 1 （回答者数） 1

～ 令和　7年　12月　27日

（対象者数） 6 （回答者数） 6

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
地域の人たちとの交流。
事業所のイベントに招待する。

2
放課後等デイサービスの子ども達が企画した活動で、児童発
達支援の子ども達も一緒に楽しみたい。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1 庭や公園等、外遊びも入れて自由あそびを充実させる。

2

3

○事業所名 しあわせ駅大野城

○保護者評価実施期間 令和　7年　12月　1日

○保護者評価有効回答数

令和　7年　12月　1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和　7年　12月　27日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

日によって部屋が手狭になることがあり、自由あそびが制限さ
れてしまうことがある。

部屋の使い方や遊びの振り分けが必要。

隣に公園があることで地域の子ども達と一緒にあそぶことがで
きる。
自然に恵まれ、閑静な場所にあるため落ち着いて過ごすことが
出来る。

公民館の図書室を積極的に利用したり行事に参加するなどして
いる。

⾧期休暇など放課後等デイサービスの子ども達が朝から利用の
際には、一緒に活動し縦割りでコミュニケーションをとること
が出来る。

放課後等デイサービスの子ども達が児童発達支援の子ども達と
一緒に遊んだり、お出かけの際には手をつないだりしている。

事業所における自己評価総括表公表


